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　　　　言葉の魔力
涼山葬族における呪経の意義模範
巴莫曲布摸※
　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ　モ　涼山舞族の原始宗教の呪術の発達と唄毫文化の呪経の豊かさは対応しており，葬族経典文献の
中に見られるのは，呪経が絶えず生み出され発展しているということである。呪語は本来一種の
祝告に使う言葉であるが，人々の感情が高まったい時，興奮した時に内心を訴える方式でもある。
　社会生産力のレベルが低かった太古の時代では，葬族の祖先は様々に変化する自然界の現象や
自然力を理解できず，人間界の禍福，安否，栄辱，収穫・不作などのいっさいの社会現象を，す
べて神霊の主宰に帰し，天命或いは怪力の体現と見なした。そのため，彼らは白然の力の脅威に
対して，敬畏崇拝していたのが次第に祈構・祝告へと発展させてきた。初期の唄毫，すなわち『史
志』に記されている「鬼主」は人と神，鬼の問の使者として，舞族の祖先のために狩りでは山の
神を祭り，種まきでは五穀神を祭り，放牧では畜神を祭る等々，多くの労働において祈構を行い，
ついには天侯良好，無病息災などを祈る祝語・類詞を生み出したのである。このように呪語の原
形は民間に伝わられている祝告の詞である。文字が創立される以前に，口承された祈祝詞は未だ
系統化されてなかった。鬼主は当時の氏族部落の曾長や祭司として，人のことを指導しながら，
鬼神とも通じ，葬族の社会においては重要な役割を果たしていた。彼らは歌や踊りで神様を喜ば
せ，人にかわって神の加護を祈る。祈祝の詞は冒頭から善を致し，悪を払う二重の効能が与えら
れている。祝詞を使う場合，神霊に具体的な望みが実現するよう，加護を求める。同時に神霊に
邪悪な鬼怪の駆除が求められるので，祈りの言葉の内容は更に激烈的で，命令的な言い方をし，
不祥を追い払わねばならない。このように祝詞は冗証，誓詞を付け加えて，呪語となった。葬文
字が作られ後，唄毫が口で伝承してきた祝呪の詞を徐々に文字にして記録した。祝呪活動が一層
発展するに従って，祭司である唄毫の経文著述にある祝詞，呪語は次第に定形化してゆき，朗唱
から調べに合わせて唱えるようになったが，それらはすべて唄毫によって文字記録され，詩句が
創作されて固定化に向かった結果である。また，後に唄毫は祝呪詞をより形象的で，生き生きと
した，魅力的なものにするため，祝呪の詞には故事や物語や内容に含めた作品が生まれた。つま
り，これが葬文による経典文献の原形である。
　原始宗教の系統化に伴い，宗教儀式も日増しに複雑でヨ箕細なものとなった。祝呪・類詞もかな
り発展し，それに応じて儀式の役割を果たす様々な宗教経典も出現した。呪術と呪儀が絶えず改
善されたことは，呪語と呪経を豊かにし，呪経歌を系統化させた。ともあれ今日では，舞文経典
に書かれた呪辞はすでにかつての姿を留めていないが，善を致し，悪を払うという二つの働きは
内容の本質的な変化は生じておらず1舞文経典の原形及び初期の形式の基本的な特徴は依然保存
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されている。
　祝呪術は人類にとって最も原始的な巫術の一つである。中国古代の各民族も普遍的に祝呪信仰
を持っていた。漢文書籍の中で最も古いと言われている『伊者氏贈辞』は原始的な祝呪の詞の一
つでもある。そこには「土反其宅，水帰其塾，昆虫母作，草木帰其澤」とあり，呪の形式で，水
土・草木を，人の意志によって転移することを命じている。『尚書・無逸』中のいわゆる「蕨口
誼祝」とは，孔穎達『正義』の解釈によると，「告神明令加映答」という意味である。『詩経・大
雅・蕩』には「侯作侯祝，摩届摩究」あるが，その中の「祝」は呪誼の意である。また，『山海経・
大荒北経』の記載では，黄帝が田祖叔均に天女魅を追い払い，雨ごいをし，干ばつを解消させる
よう，その令は「神北行！先除水道！決通溝漬！」というもので，これは一種の呪語であり，’言
葉は精惇で語気が力強い。わが国で道教が生まれた際に呪語は独特な方術と見られ，道教の信者
に重視されていた。彼らはそれを継承する一方で，模倣し新たなものを生み出した。魏晋時期の
道教経典には大量の呪語が収録され，系統化されており，例えば，真文冗，三皇冗，洞淵神冗，
上清冗等々，これらの児語経詩は独特な思想と内容，芸術手法によって，初期の道教文学におけ
る主流の一つを形成した（1）。古代インドのヴェーダ文学『阿達婆吠陀本集』（Atharvavedasamhita）
は呪語経詩集で，当時の拝火祭司が著したものである。最も古い名称は『阿達婆安吉羅』
（Atharva㎎irasah）といい，「阿達婆」というのは祝福の呪語で，「安吉羅」は駆邪の呪語である。
これらの呪語経詩は「吠陀時代にインド民衆の大自然と社会を征服したいという強烈な願望を表
わしたもので，主観的な色彩に濫れている。その強烈的な主観的感情がまさに詩歌的要素の一つ
となっている。それはイメージの比楡と力強い韻律によって，ある種の巫術詩歌の芸術的魅力を
形成した（2）」。舞文経籍文献中の呪経は大部が舞族の伝統的な詩歌形式，つまり五言体の形式で
存在しており，唄毫の所有する宗教経籍の中で，その独特な内容表現と形式芸術は，経籍文献の
形成と発展にとって重要な意味を持っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニシュ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　ス　涼山舞族文献の伝統的な分類法では，往々にして唄毫の宗教経籍を尼術類（需祭経類），庫色
類（占卜経類），斯吉類（駆冗穣祓経類）に分ける。呪経は大部分斯吉類に属する。葬族地区各
地の葬文呪経は非常に豊富であり，分類の仕方も様々である。一般的には誼呪の対象によって二
大類，即ち冗人経と冗鬼経に分ける。筆者が美姑でフィールドワークを行った際，美姑でも有名
な唄毫曲比索莫老人（79才）に専門的な調査を行った。曲比索莫唄毫自身の家に伝わる経書は文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツオピ化大革命の時に没収され，焼却されたが，今なお，百余り巻が残っている。老人はそれを措畢（送
　　シャオプ　　　　　　　　ッォリ　ツォツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　リ　ピ霊），暁補（反冗），措日措茨（冗人冗鬼），烏峨丞（病気直し），尼日畢（未婚女鬼の呪い），
ク　ス　テ　イ
庫色特伊（命書），酌丞基（占卜）などに分類した。その中では呪経がかなりの部分を占めた。
老人の話によると，かつて涼山唄毫の呪経はかなり豊富で，彼らはその家支に伝わる呪経を以下
の十三種類に分けていた。①『措日口合木列』，冗人経，人の血で書いた呪経。②『尼阿洛立則』，
速死経，呪いを行うと，二日間内に必ず死亡する経。③『阿居蘇木浬』，キッネの血で書いた呪経。
④『甲谷車達則』，鹿の血で書いた呪経。⑤『武秋偉沙則』，射狼の血で書いた呪経。⑥『納里爾
格約則』，獅子の血で書いた呪経。⑦『索塔瓦来則』，岩鷹などの猛禽類の血で書いた呪経。⑧『徳
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爾蘇俄則』，キツネの鳴き声で相手の九代の子孫を亡くす。⑨『吉斯不之則』，尻尾なし黄蜂の針
で血をつけて，書いた呪経。⑪『曲布十蛤則』，大唄毫である曲比が語った聖なる言葉の呪経。
⑪『別爾瓦木児』，神獣の血で書いた呪経。⑫『協黒特伊』，かたきの復讐する箭を防ぐ呪経。⑬
『惹克特伊』，反冗経。以上の十三種類の呪経の中でも①，②の二つは効果が強いため，普段は
家の中に置くことができず，岩山に隠し，他の呪経が一切効かない時にだけ使う。上述した呪経
の名は多くが交感巫術に由来しており，そこでは猛禽類や猛獣の血で呪語を書いたり，黄蜂の針
で呪文を書いたり，鋭い箭・キッネの鳴き声を呪いの予感と考えたり，或いは大唄神の言葉。我々
はその具体的な内容や呪いに関する儀式を深く掘り下げなくても，巫術の心理と言語，文字から
表れている魔力的な崇拝が見える。この思想は祝呪術を作り出した根本的なものであり，呪経を
発展させる動力にもなった。
　語義の角度から経典文献中の呪経を考察すると，呪誼と祈祝の二つの方面の内容が分けられて
いる。ところが，実際の作品においては，この祝呪に使われる対象から見て，鬼を呪う類の呪経
の発生と形成は人を呪う類の呪経よりも早く，後者は葬族社会の分化と発展，奴隷制における戦
争と征服繰り返しという現実的な需要に伴って出現したもので，原始呪語による支配の対象が超
自然物から社会に転向した産物であると筆者は考える。
　太古においては，舞族の祖先は生き延びるために人自身が生存し，繁殖することに苦慮してい
た。しかし，自然界は常に厳しい現象を繰り返し，生活が危険に曝されたために，人々はそれら
をすべて「鬼が私の身体を苦しめた」とか「鬼が私の幸福に災厄をもたらした」と考え，人生の
曲折や世事の困難をすべてとらえどころのない鬼霊や神霊がしたことと考えた。人自身の能力が
客観的な自然の力や社会生産力に比べてあまりにかけ離れているという情況において，葬族の
人々は巫術や祝呪などの活動を通じ，自身の能力に対する認識と信心をかきたてて強め，自分た
ちは巫術という手段によって白然を征服するという目的を達成できると固く信じている。こうし
た巫術や祝呪の言葉に対する信心は，葬族の人々の初期の原始的な心理や周りの世界をコント
ロールしたいという意識を反映したものである。葬族の人々は災難・疾病の発生は鬼魂が取りつ
き，悪い兆しを起こし，いわれなき崇りをなすなどの原因により，もたらされたと信じている。
そして，五穀豊饒，人や家畜の安泰を祈るため，人々は唄毫を招き，諦経や法術を行い，様々な
天災や人禍を取り除いてもらう。凡そ呪経は鬼を駆除し，災いを追い払い，疫病を払い清め，ケ
ガレを祓い除くなどの儀式に用いられる。その考えは鬼を駆除して，福を祈ることにあり，その
実践方法は往々にして唄毫が「神の言葉」としての魔力を持った呪経を唱え，更に具体的には神
や鬼と「溶け込む」ことのできる儀式を行うというものである。そうすることで，危険状態を切
り抜け，危機を無事に乗り越え，或いは災害を未然に防止することができる。
　病気と死は人類が直面する最大の苦しみであり，葬族の人々の観念では，人がこのような不幸
に遭うのは，すべて鬼怪などのしわざとされ，唄毫の宗教活動においても部門別に呪鬼儀式が生
まれたが，それは経典や経詩中に大量の呪鬼祈祝の詩編が形成されたことに現われている。『糸糸
爾寄経』は涼山葬族の唄毫がリューマチの鬼（糸糸爾鬼）を追い払う時に使う経書であり，その中
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の呪経は格別の特色がある。経詩は冒頭から唄毫の神と唄毫の先祖に呪術儀式を助けに来てくれ
るよう祈願している。
一声謂朗朗，
唄毫来規糸糸爾鬼，
四位神唄毫，
四面八方来，
来打糸系爾鬼。
覚吐木石地，
唄阿史拉則，
来打糸系爾鬼。
格格維良地，
唄洛維阿則
来歌糸糸爾鬼，
蘇住波良地，
唄約特斯尼，
来打糸糸爾鬼。
斯腹濃幾地，
唄黒畢石祖，
来欣糸糸爾鬼，
維古維勒地，
吉克奇薮唄，
来打糸糸爾鬼，
　詩の中で呼び寄せられる唄毫は皆歴史上や伝説の中の有名な唄毫大師であり，最後には，唄毫
の祖先である吉克奇葱唄毫に儀式を助けてもらわねばならない。続けてリューマチの鬼「糸系爾鬼」
の由来とリューマチにかかる原因を述べる。その後，森林や山々，河流などを詩や絵の如く叙述
し，糸系爾鬼を病人の所から離れさせて，美しい所に誘い出す。
　　　　　　　　　一声謂朗朗，
　　　　　　　　　糸糸爾鬼散去，
　　　　　　　　　快到最高的高山，
　　　　　　　　　快去最深的深谷。
　　　　　　　　　］声諦朗朗，
　　　　　　　　　糸糸爾鬼消失，
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消失在最美的森林，
消失在最長的河流。
　　　　　　　　　輝子作馬酷，
　　　　　　　　　勢紙当衣穿，
　　　　　　　　　眼着美麗的蜴蝶，
　　　　　　　　　伴着盛装的人椚，
　　　　　　　　　春天三月里，
　　　　　　　　　牧羊到高山，
　　　　　　　　　糸糸爾在此散，
　　　　　　　　　秋天三月里，
　　　　　　　　　牧羊到高山，
　　　　　　　　　糸糸爾在此散。
　続けて，利利家の娘が嫁に行き，阿爾家の娘が嫁へ行く……と，婚礼の場面を描写し，花嫁道
具の数々，新婦の美しさを述べ，糸糸爾鬼を嫁させないことにあり，駆け落ちさせるが，その意味
は糸系爾鬼を唆して，病人から離して，二度と病人に付きまとわさせないことにあり，最後には語
気を強める。
　　　　　　　　　猴将病魔脱，
　　　　　　　　　脱給熊熊死，
　　　　　　　　　免将病魔脱，
　　　　　　　　　脱給狐狸狐狸死，
　　　　　　　　　紡錘将線脱，
　　　　　　　　　脱給紡錠紡錠死，
　　　　　　　　　病人将病魔脱，
　　　　　　　　　脱給鬼像鬼像死，
　　　　　　　　　従今病人身上，
　　　　　　　　　糸糸爾鬼全脱走！
　唄毫は呪経の形象性を強め，祝呪言語の魔力を高めるために，往々にして古典からの引用，す
なわち神話物語の応用追究をしている。非常に多くの作品が諸神の名を羅列するだけでなく，古
い神話を引き合いに出す際，唄毫はよく神霊に宗教或いは巫術の神秘性や意義を賦与した。例え
ば涼山の反冗儀式「暁補」の最後に，舞族民の誰もが知っている神人支格阿魯の神話を，呪経の
内容として儀式を締めくくる。
　　　　　　　　　支格阿魯成年時，
　　　　　　　　　白天六日出，
　　　　　　　　　夜里七月升，
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蛇長田次粗，
蛙長羅筐大，
飾蛭如閣牛。
支格阿魯成年後，
射日剰独日，
射月剰独月，
打蛇成指粗，
圧在田次下，
打蛙手掌大，
圧在田次下，
打得酢蛭如火鎌。
従此主人家，
反冗去的鬼経返不回！
駿馬長不出角前，
石頭開不出花前，
反冗去的鬼怪返不回！
　しかし，全体の内容を見ると，これらの巫術色彩が濃厚な呪経には，葬族の祖先が自然と苦闘
する中で自然を認識し，改造し，征服することによって自分たちの発展を促進したいと強く望み，
積極的に模索していたことが分かる。幻や神秘という方式をとっているとはいえ，舞族の人々の
自ら向上を模索するという進取の精神の歴史像は全然失われていない。摩色磁火先生が翻訳した
『祇鬼祓妖怪』にはたくさんの呪詞が載っている。これは唄毫が専ら様々な妖怪を追う払うため
に唱える呪経である。言葉の意味から見て，詩の中には巫術呪語だけでなく，祈祝詞も収録され
ている。
　祈祭詞は次のようなものである：
　　　　　　　　直営・地神来享祭，
佑唄天神是父来享祭，
佑唄地神是母来享祭，
上方祭献牛血甜
享用票風香的牛肉
来享請来享，
助我除妖魔。
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祈祝詞は次のようなものである：
　　　　　　　起呵山神起，
　　　　　　　山神密集若柏従者起
法鼓排然以涯壁者起，
鼓槌弩勾勾者起，
法笠彩雲瓢者起，
太空仙人起，
大地神霊起，
　　　　　　　起来随唄到主家，
　　　　　　　駆冗猴癌焉。
冗語辞は次のようなものである：
　　　　　　　耽則折魔角，
　　　　　　　呼L則砕妖腐，
　　　　　　　呼L則吸鬼血，
　　　　　　　帆則割鬼根，
　　　　　　　肌則食魔肉，
　　　　　　　呼L則剥鬼皮
　およそこうしたものは枚挙に暇がない。実は鬼は葬族の人々の原始的思考を通じて具象化され
た後，自然の災難と社会の邪悪勢力の隠楡や象徴となったのであり，呪経とはまさに唄毫が変化
した形で，舞族の人々とこれら人類の発展を阻害し，生存を脅かす魑魅魍魎との不擁不屈の戦い
を表現したものであり，同時にまた舞族の人々が真理を求めて「公道をつかさどる太陽神」を探
しに行き，英艮難を恐れず，上下をあげて探し求め，ついには天空の日月や星の問に到達したこと
も表現している一・・。ある意味では，これらの冗経は葬族の人々の真理，すなわち太陽神のため
の鬼怪と’の頑強な闘争の壮麗な詩篇であり，葬族の人々が極めて苦しい時期に世界を模索し，社
会を改造した普遍的意欲の詩的表現でもある’。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ジ　　　　　　　ワ　サ　伝説によると，斯吉類の経書は古代の舞族の先祖である「阿吉」と「瓦薩」両家が戦いの中で，
「祈藤を用いて征服する」ために，作り出したものである。「阿吉」とはすなわち舞族の古代部
落である阿哲であるが，六祖黙部の末窩である徳施氏の水西安家に当たり，蜀漢の建興時代の首
領の阿哲（済火）から阿哲部と呼び始めた。一方「瓦薩」とは舞族の古代部落烏撒のことであり，
六祖布部の末蕎，徳布氏にあたる。歴史上，この二つの部落が戦ったことがあるかどうかは，現
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在なお論証できていない。しかし，葬族社会において冗術が発達し，呪術儀式が広範に用いられ
たということは，葬族の歴史における族内の各部落問で頻発した争い，または族外の他民族との
間で生じた争い，或いは中央王朝の包囲攻撃に抵抗する戦争などと極めて密接な関係を持ってい
る。『西南舞志』，『六祖分支』などの文献には多かれ少なかれ，葬族社会が分化し発展する過程
での戦争の史実を記載している。とりわけ葬族社会が奴隷制に移行した後，各部落の統治者は土
地，城郭，奴隷，財産，権力を争奪するために，絶えず移転して，白らの勢力範囲を拡大し，絶
え間ない略奪戦争を引き起こした。舞族の社会生産力の水準が徐々に向上するのに伴い，経済的
生活が重心となる頃には，舞族の人々が生存の上で憂慮する焦点が部落の移転と戦争へとかわっ
　　　　　　　　　　　ズ　　　　モ　　　　ピた。祭司である唄毫は「弦一莫一唄」内部の一員として，「鬼主」時代から「笑婆」時代にか
けて，政治を執行または補佐し，社会の様相が日増しに複雑になるという当時の状況の下，戦争
においてに勝つという気持ちを確定に引き起こし，征服戦争中に将兵の士気のような心理や感情
を監督，指導するために，彼らは先代から伝承されてきた宗教巫術に基づき，本来の呪語・祝詞
をまとめて系統だった経書を編纂し，さらにそれに社会闘争という現実的な要素を加えて，その
場その時の部落の事務や社会生活に運用したのであり，原始祝呪の主要な対象も超自然物から社
会へと転向し，鬼を呪うことから，人を呪うことに変わっていったのに違いない。唄毫呪経の大
作『瓦薩拉且則』と『桂鬼祓妖経』はこの時期の歴史的産物であり，今日でも涼山葬族地区に広
範に流布している。
　冗証は過去において葬族社会が敵方や仇に勝つために慣用した巫術手段の一つである。近代さ
らには解放前までの涼山舞族社会では，およそ戦争や械闘の前には，部落や家支は常に唄毫数人
ないし十数人に，大規模な冗誼儀式をとり行ってもらい，毎回部落や家支に属する各家は儀式に
必要な牛，羊，豚，鶏，犬などの生けにえを差し出し，呪術活動に参加せねばならない。人々は
唄毫の指導の下，相手を呪い罵る。一方呪われた方は，いったん敵方に呪われたと予感がすると，
唄毫に頼んで呪い返しをしてもらい，やられたことをやり返すのである。戦争や敵同士の械闘で
の呪誼に用いられる呪経に間違いなく味方の闘志を鼓舞し，相手の士気を喪失させるという働き
がある。ここでは，その中の一部を例として抄約するに止める。
　　　冗経の事例：『瓦薩拉且則』
　［解説］：舞文冗経系統的な翻訳は葬文文献の整理作業の中でも未だ着手のものである。研究
テーマの必要性から，筆者はフィールドワークで特に資料収集を行った。『瓦薩拉且則』は涼山
舞族地区では有名な呪経であり，その流布する範囲はかなり広く，同じタイトルの写本が非常に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジク　シャ　ダ多い。本報告で例として挙げたのは著名な唄毫である吉克沙達老人が書き写した写本であり，経
典は全体では1100行余りある。呪経を解読する過程で，吉克沙達老人が一字一句解釈してくれた
ので筆者と姉の巴莫阿依はこれを詳細に記録し，北京へ戻ってから，中央民族大学文学院葬語系
の伍文珍先生とともに呪経の解読と翻訳を行った。
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（一）関連する伝説：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ジ　言い伝えによると，昔葬族地区には三つの家があった。一つは阿吉という家で，銀を銀糸に加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ　サエして生活を営んていだ。もう一つの家は瓦薩といい，金の金糸への加工を生業とした。最後の
　　ナ　コ家は納言后という名字で，銅を加工して暮らしていた。阿吉家と瓦薩家の間にあった納訴の家には
勒勒という有名な職人がいった。阿吉家と瓦薩家は勒勒を争奪しようとして，紛争を起こした。
械闘を始めた。瓦薩家の男はすべて械闘で死に，老人と婦女，子供だけが残り，阿吉家にかなわ
　　　　　　　　　　　　ア　ニ　ニなくなった。瓦薩家の娘，阿尼堀は自分の指を切り，その血と生けにえ（山羊，豚など）の血と
混ぜたものを用いて，唄毫にこの呪経を書かせ，阿吉家と納言后家を呪誼するのに使った。唄毫が
呪いの儀式を挙行した後，この三つの家の人々はすべて絶命した。葬族の儀式の慣例では，人の
血で書いた呪経で呪術儀式を行うと，呪った方が先に死に，呪われた方はそれを追うように死ぬ
とのことである。そのため，自分の命を顧みず，相手を道連れにするのでなければ，このような
大規模な呪術儀式は一般に，軽々しく行わないのである。
（二）兄経本文：
　　　　　　△
這是瓦薩的冗経：
一声謂朗朗！
山野草場上，
牧人的畝喝？
但也井不是。
敵入侵才城，
両声呼後停。
谷地坪±貝上，
農人弘牛声？
但也井不是。
是呼L入侵敵，
三声呼L後停，
呼父父未到，
喚母母不応，
請唄神霊似雨降，
瓦薩謂冗経，
呼請天神降，
神霊請饗宴，
呼請神女降，
神女請饗宴，
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瓦薩諦冗経，
朗朗一声呼，
天父起白雲，
朗朗又一声，
地母起黒雲，
天空起霧軍，
九苦星也起，
沙尼星也起，
火苦星也起，
達古転星起，
左辺竹神起，
右辺蕨神起，
大刀長矛神也起，
符冗物也起，
紅翅女神起，
観望神也起，
石欠殺神也起，
孤吃神也起，
刀歌九節神也起，
矛穿九層神也起，
断頭絶尾神也起，
妖魔絶嗣岩神起，
断根絶嗣地神起，
仇敵捉来冗，
冗語顕威力，
肌声伝四方，
似水演渡去！
△
一声朗朗呼！
瓦薩謂冗経，
再呼一声起，
四方神降臨，
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両声呼出後，
千神到，
百神出，
輝着霊冗牲，
向着仇敵去，
似水漠渡去！
一声朗朗呼！
薮葱普烏，
瓦薩謂冗経，
賢者不匿名，
辺報辺走近，
愚者隠姓氏，
埋名自滅名。
瓦薩謂冗経，
深溝日光照，
見亮不停冗，
昼日清農起，
我父阿火父，
我母阿火母，
坐時小如猫，
立時似大虎，
咬時似虎噺，
孤時似大雛，
起時似猟狗，
起程於阿勒洛莫
到達於畢巨洛木，
落脚夜於家中。
順着符冗線，
揖来黒冗語，
向着仇敵去，
似水渡渡去！
△
一声朗朗呼！
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来諦証冗経。
土貝上住瓦薩，
瓦薩諦冗経，
土貝上瓦薩家，
向着太陽来求訴，
太陽月之神，
月亮霧之神，
霧是雲之神，
雲是唄之神，
唄是語之神，
瓦薩謂冗経，
坐時似猫大，
立時似虎大，
蜂刺是我尾，
虎須是我須，
材豹当犬帯，
虎狼当馬騎，
勇士九隊随，
射殺欣打均倶全。
仇敵已死定，
似水渡渡去！
一声朗朗呼！
瓦薩之女醐，
黎明前起身，
鶏叫伝四方，
随着叫声去。
鶏鳴始天明，
君死臣民亡，
向敵去雪仇，
仇敵双双死。
瓦薩之女醐，
瓦薩女報仇，
一日椎打三頭牛，
一216一
二日六頭牛，
三日九頭牛，
冗敵一日冗三次，
二日冗六次，
三日冗九次，
招請杉林神来冗，
招請岩上神来冗，
招請大地神来児，
招請大江神来冗，
招請日月神来冗！
］日望天冗，
冗顕霊，仇敵死！
謂冗願敵死，
死就死仇敵。
冗送死神仇敵死，
一日地上死，
四方死屍堆。
向着仇敵去，
十溝殺声震，
声伝敵上空，
敵方陣地裂。
諦冗顕霊験，
伝冗声声悠，
向着仇敵去，
似水渡渡去！
（1995年10月丁）
註釈：
（1）碧石宙『道教文学史』第三章，上海文芸出版社，1992年。
（2）黄宝生『印度古典詩学』下篇第一章，北京大学出版社，1993年。
（翻訳者：蘇素卿，整理者：上野稔弘）
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